
蓬
菜
町
界
隈

そ^
の
四
十
八
）

東
京
道
路
事
情

（Ｂ
）

林
　
　
順

信

嗣
歩
車
道
の
区
別
は

「中
央
通
り
」
か
ら

昨
年
の
七
月
の

「蓬
莱
た
よ
り
」
第
五
十

一

号
に

「東
京
適
路
事
情
」
（Ａ
）
と
い
う
の
を
書

い
て
、
蓬
莱
町
の
昭
和
十
二
年
の
模
範
道
路
、

つ
ま
り
浅
嘉
町
か
ら
動
坂

へ
の
バ
ス
通
り
を
、

写
真
入
り
で
紹
介
し
た
の
で
、
少
な
く
と
も

Ａ^
）
の
繋
が
り
が
な
く
て
は
可
実
し
い
の
で
、

今
回
は
、
限
ら
れ
た
字
数
な
が
ら

（Ｂ
）
を
書

く
こ
と
に
な
っ
た
．

明
治
時
代
と
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
戦
前

の

絵
葉
書
や
写
真
を
見
る
と
、
市
電
が
走

っ
て
い

る
天
下
の
公
道
で
も
、
こ
の
頃
の
様
に
舗
装
し

て
い
な

い
所
が
多
く
て
、
泥
ん
こ
迫
に
小
石
が

転
が

っ
て
い
て
居
る
■
を
、
荷
馬
車
だ
の
、
自

動
車
だ
の
が
、
混
然
と
な

っ
て
通

っ
て
い
る
．

現
代
と
異
な

っ
て
自
動
車

の
数
は
少
な
く
、
オ

ー
ト
バ
イ
な
ど
は
無
か

っ
た
し
、
ス
ピ
ー
ド
も

せ

い
ぜ
い
４
０
キ
ロ
以
下
だ

つ
た
か
ら
、
あ
れ

で
事
故
は
少
な
か

っ
た

．
で
も
、
雨
が
降
れ
ば
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ど
ろ
ん
こ
道
は
ぬ
か
る
み
と
化
し
、
晴
れ
て
風

で
も
吹
け
ば
、
赤
茶
色
の
砂
埃
り
に
、
馬
糞
な

ど
が
混
じ
っ
て
、
口
を
開
い
て
居
た
ら
そ
れ
こ

そ
た
ま

っ
た
も
の
で
は
無
か
っ
た
と
、
親
父
が

よ
く
口
に
し
て
い
た
．

馬
車
道
、
人
道
、
の
区
別
は
、
都
心
で
は
夙
に
、

明
治
七
年
二
月
か
ら
東
京
府
庁
の
布
達
に
あ
る
。

日
本
橋
か
ら
京
橋
、
銀
座
を
通

っ
て
、
新
橋

（芝
日
橋
）
を
凝

っ
て
、
源
助
町

（現
在
の
、
新

橋
五
丁
日
）
ま
で
は
、
馬
車
遺
を
中
央
に
敷
い

て
、
そ
の
左
右
の
両
端
に
は
縁
石
を
据
え
て
、

区
別
し
て
、
残
さ
れ
た
左
側
と
右
側
と
に
、
人

道
を
設
け
た
か
ら
、
市
民
を
守
る
よ
う
に
と
言

う
の
だ
．
そ
し
て
車
道
と
入
道
と
の
境
界
線
上

に
添

っ
て
並
木
を
植
え
た
。
こ
の
や
り
方
は
、

そ
の
後
、
万
世
橋
や
、
蔵
前
の
大
通
り
な
ど
に

も
普
及
し
て
い
っ
た
．

銀
座
街
は
柳
と
桜
と
を
植
え
た
と
い
う
が
、

こ
れ
が
銀
座
の
柳
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
こ
の
柳

の
並
水
は
戦
前
、　
一
度
、
引
き
抜
か
れ
て
し
ま

い
、
そ
の
後
、
復
活
し
た
も
の
の
、
昭
和
四
十

六
年
に
再
び
排
除
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
猛
暑
の

夏
の
陽
射
し
を
遮
る
も
の
の
無
い
今
の
銀
座
は
、

暑
く
て
五
分
と
歩
い
て
い
ら
れ
な
い
．

目
左
側
通
行
だ
と
、
兵
隊
に
ぶ
っ
か
っ
た
．

道
路
の
方
は
そ
の
後
、
歩
道
を
高
く
築
い
て
、

ベ
イ
プ
メ
ン
ト
に
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
の
と
、

高
速
棄
物
の
増
加
で
、
車
遺
に
出
る
こ
と
も
出

来
な
い
ご
時
世
と
な
っ
た
．

我
国
の
路
上
は
左
側
通
行
だ
が
、
外
国
に
行

く
と
、
英
国
は
左
側
通
行
な
の
で
歩
き
よ
い
が
、

米
国
や
、
ほ
と
ん
ど
の
欧
州
諸
国
で
は
右
側
通

行
な
の
で
、
日
常
な
れ
た
道
路
の
横
断
の
日
配

り
で
は
、
思
わ
ず
冷
や
汗
を
か
く
こ
と
も
あ
る
．

東
京
で
は
明
治
七
年
か
ら
、
既
に
左
側
通
行

を
し
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
守
る
人
は

ほ
と
ん
ど
居
な
か
っ
た
と
言
う
．

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
陸
軍
の
兵
隊
た

ち
が
隊
伍
を
組
ん
で
市
内
を
行
軍
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
一
す
る
と
、
街
中
を
歩
い
て
来
る
市

民
た
ち
と
よ
く
衝
突
を
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
と

云
う
．
と
言
う
の
は
、
日
本
の
軍
隊
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
伝
統
を
汲
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
を
模
範

と
し
て
明
治
政
府
が
築
き
上
げ
た
の
で
、
行
進

は
右
側
通
行
だ
っ
た
。

日
本
程
軍
の
ラ
ン
ド
セ
ル

（背
嚢
‥
は
い
の

う
）
三
十
三
サ
ン
チ
砲
、
ゲ
ー
ト
ル
な
ど
、
総

て
フ
ラ
ン
ス
語
な
の
を
見
て
も
判
る
．

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
云
う
ゎ
け
で
、
人
正

十
二
年
に
な
っ
て
、
陸
軍
も
や
っ
と
左
側
通
行

に
あ
ら
た
め
た
と
云
う
か
ら
、
昔
は
の
ん
び
り

し
た
も
の
だ
っ
た
．

東
京
の
道
路
で
最
も
早
く

コ
ン
ク
リ
ー
ト
式

の
た
た
き

の
道
路

に
な

っ
た
所
は
、
九

の
内
、

馬
場
先
門
か
ら
内
堀

へ
か
け
て
の
、
い
ゎ
ゆ
る

後
の
凱
旋
道
路
、　
つ
ま
り
、
Ｆ
一菱
の

一
丁
ロ
ン

ド
ン
」
で
、
明
治
十
七
年
の
こ
と
だ

っ
た
．



平
成
十

一
年
二
月
初
旬
か
ら

平
成
十

一
年
六
月
初
旬
ま
で

３
／
０
文
京
区
よ
り
当
町
会
ヘ
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

協
力
の
感
謝
状
を
受
け
る

４
／
１２
役
員
交
代
南
部
‥
佐
藤
様
か
ら
白
井
様
に

中
部
‥
神
保
様
か
ら
大
塚
様
に

原
様
か
ら
小
山
様
に

露
久
保
様
か
ら
清
永
様
に

北
部
‥
原
様
か
ら
長
口
様
に

二
月
迄
の
役
員
の
方
々
誠
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

新
規
の
役
員
の
皆
様
萱
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

４
／
１５
根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
り
開
回
式

４
／
１６

つ
つ
し
祭
り
招
待
日

４
／
２０
み
ど
り
の
羽
根
募
金

４
／
お

つ
つ
じ
祭
り
甘
酒
茶
屋
奉
仕

〓
宅
会
長
以
下
、
男
性
ｔ
名
　
婦
人
部
の

皆
様

５
／
１４
連
合
町
会
災
害
時
連
絡
担
当
者
会

５
／
１９
遠
藤
前
文
京
区
長
歓
送
会

５
／
”
駒
込
警
察
署
浅
嘉
交
番
に
て
「ふ
れ
あ
い
会
」

３
／
‐０
防
犯
協
会
全
体
役
員
会
議

５
／
２‐
駒
込
防
犯
協
会
定
期
総
会

連
絡
委
員

南
部
　
堀
江
頼
治

中
部
　
面
田
喜
息
子

北
部
　
五
十
嵐
日
出
男

（雙

）

総
務
部
　
橋
本
明
昭

交
通
部
　
本
城
康
至

５
／
１０
青
少
年
地
区
対
策
委
員
会

５
／
１６
青
少
年
地
区
対
策
委
員
会

「餅
つ
き
大
△こ

当
町
会
の
方
で
本
年
３
月
か
ら
５
月
末
ま
で
に

ご
逝
去
さ
れ
た
方
の
お
名
前
は
左
記
の
通
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

３
／
１８
資
源
回
収

３
／
１９
日
赤
向
ヶ
丘
分
団
班
長
会

３
／
２５
臨
時
婦
人
部
会

３
／
∞
婦
人
部
会
　
懇
親
会

５
／
６
春
の
交
通
安
全
運
動

５
／
１６
日
赤
募
金
　
一一
一
五
、
人
Ｏ
Ｏ
円

５
／
”
東
京
″
ス
施
設
見
学
会

５
／
‐１
春
季
交
通
安
全
運
動
　
”
日
ま
で
婦
人
部

並
び
に
蓬
業
友
の
会
の
協
力
を
得
て
、
連

日
街
頭
指
導
を
行
つ

蓬
葉
町
会
新
役
職
人
事

平
成
十
一
年
六
月
十
二
日
の
定
例
給
会
に
於
て
左

記
の
通
り
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

４

／

１０

鈴
木
俊
定

川
村
康
明

中
島
行
雄

（副
部
長
）

池
田
秀
男

中
島
行
雄

堀
口
克
雄

加
藤
美
次

室
川
幸
子

藤
関
芳
江

=発
行

記

吉
日
と
し
子
様

宮
下
　
茂

様

伊
藤
ゆ
き
え
様

”
歳
“
歳
７５
歳

蜃鼻 登宮
防
災
部
　
大
畑
清
心
　
　
　
小
林
一
雄

防
犯
部
　
坂
本
禎
一　
　
　
鈴
木
俊
定

文
化
部
　
青
木
喜

一　
　
　
竹
中
俊
之

池
田
　
暉

（蓬
莱
町
だ
よ
り
編
集
長
）

衛
生
部
　
五
十
嵐
日
出
男

公
害
部
　
堀
江
頼
治

青
年
部
　
一二
宅
秀
明

婦
人
部
　
藍
原
紀
久
子

三
宅
英
三

小
川
義
信

加
藤
柄
美

堀
江
廣
明

川
村
康
明

[ξ



蓬
莱
町
会
　
平
成
十

一
年
度
　
事
業
計
画

春
　
秋
　
交
通
安
全
旬
間
　
　
　
　
　
　
交
通
部

″
　
　
地
域
防
犯
匈
関
　
　
　
　
　
　
　
防
犯
部

″
　
　
防
災
予
防
旬
間
　
　
　
　
防
火
防
災
部

０́
　
月
　
根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
実
哲
委
員
会
小
川
副
会
長

夕　
　
根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
り
甘
酒
基
屋
協
力
婦
人
部

６
　
月
　
本
郷
清
掃
事
業
協
力
会
　
施
設
見
学
会
婦
人
部

ク
　
　
定
期
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
全
員

夕
　
　
防
災
大
学
研
修
会
　
　
　
防
火
防
災
部

８
　
月
　
盆
踊
り
大
会
　
　
　
　
　
役
員
及
び
有
志

‐２
　
月
　
歳
末
特
別
警
戒
　
夜
警
実
施役
員
及
び
有
志

２
　
月
　
町
内
餅
つ
き
大
会
　
　
役
員
及
び
有
志

そ
の
他
　
定
例
役
員
会
　
　
　
　
　
　
　
役
員
全
員

部
長
会
　
　
　
　
　
　
　
町
会
長
が
選
出

盆
踊
り
大
会
準
備
委
員
会

準
備
会
長
会

区
報
配
布

（年
２
回
）
　

総
務
部
及
び

連
絡
委
員

「蓬
茉
町
だ
よ
り
」
配
付

池
田
暉
編
集
長
　
文
化
部

小
学
校
新
入
児
童
　
成
人
式

・
お
祝
い

文
化
部

募
金
活
動
　
年
３
回
　
　
　
　
婦
人
部

敬
老
の
日
　
天
ぷ
ら
会
　
於
　
海
蔵
寺
婦
人
部

蓬
薬
句
会
は
こ
の
春
か
ら
中
央
宣
伝
の
船
橋
様

の
ご
厚
意
で
、
毎
月
第
二
日
曜
日
午
後
二
時
か

ら
、
中
央
宣
伝
別
館
の
集
会
室
を
お
借
り
し
て

勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
何
時
で
も
、
誰
で

も
参
加
出
来
る
気
楽
な
集
ま
り
で
す
の
で
お
出

か
け
下
さ
い
。
お
問
合
せ
は
、
向
ヶ
丘
２
１
●

１
８
の
小
野
吉
次
様
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
二
人
二
七
―
八
六
五
七

最
近
の
会
員
の
諷
詠

青
木
浦
寿

子
の
巣
立
ち
ま
だ
先
の
，テ
一竹
の
秋

工
事
場
の
朝
の
体
操
五
月
く
る

小
野
向
雪

朝
曇
り
円
く
治
ま
る
ニ
コ
ラ
イ
堂

キ
ジ
鳩
の
声
の
く
ぐ
も
る
朝
ぐ
も
り

岡
田
栄
子

ま
な
板
の
音
の
せ
わ
し
き
朝
曇
り

散
る
桜

一
夜
の
雨
の
た
だ
く
や
し

金
子
卿
雨

安
行
の
青
葉
若
葉
に
染
ま
る
貌

新
婚
の
家
に
光
る
や
若
楓

城
山
東
望
子^

車
格
子
に
父
退
院
す
日
脚
伸
ぶ

囀
り
や
声
弾
ま
せ
て
ナ
ー
ス
く
る

彦
坂
つ
ぐ
を

逆
光
の
ひ
と
や
黙
々
規
船

包
む
と
い
ふ
意
志
に
触
る
る
や
柏
餅

福
山
七
重

五
月
晴
れ
五
臓
に
滲
み
る
深
呼
吸

若
か
え
で
修
学
院
の
朱
の
橋

広
沢
し
は
り

真
砂
女
の
句
読
み
耽
り
た
る
春
の
夜

独
り
住
ま
い
思
い
の
ま
ま
や
木
瓜
の
花
船
橋
小
糸

紫
木
蓮
霧

（ひ
よ
）
に
衣
を
脱
が
さ
れ
る

朝
曇
り
今
日
怠
け
日
と

一
人
決
め
津
久
井
た
か
を

ア
レ
ル
ギ
ー
気
遣
う
母
の
鯖
味
増
煮

池
田
連
木

百
日
の
髭
に
気
を
溜
め
安
居
僧

訪
い
に
応

い^
ら
え
）
な
き
宿
若
標



編
集
後
記

天
候
も
世
情
も

一
向
に
す

っ

き
り
と
し
な
い
昨
今
で
す
が
、

こ
ん
な
時
に
は
焦
ら
ず
、
議

が
ず
、
無
理
を
せ
ず
、
自
分

の
心
と
体
を
整
え
る
事
が
肝

要
か
と
思
い
ま
す
。
蓬
莱
町

会
も
役
員
が
若
返

っ
て
活
力

の
あ
る
運
営
が
図
ら
れ
る
で

し
ょ
う
．
昔
の
よ

つヽ
に
向

つヽ

三
軒
両
隣
り
の
お
付
き
合
い

を
復
活
す
る
こ
と
は
無
理
か

と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
代

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
創
り
出
し
た
い
も
の
で

す
．
話
は
飛
び
ま
す
が
、
こ
の
数

年
、
文
化
部
長
と
し
て
、
カ

を
尽
く
さ
れ
た
倉
田
幸
　
さ

ん
が
家
庭
の
ご
事
情
で
蓬
莱

町
か
ら
転
出
さ
れ
ま
し
た
．

誠
に
残
念
な
事
で
、
「蓬
莱
だ

よ
り
」
の
貴
重
な
戦
力
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
後
任
に
は
青

木
喜

一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
の
で
安
心
し
て
お
り
ま
す

が
読
者
の
皆
様
方
の
お
力
添

え
も
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

籠災■+全残 Y2● 61265

町,長  三 宅 案 二
会計   彙 江 腱 嗚

憲 茉 町 会

平 成 ]0年 度 決 事
=

決算翻綺 平成10年 4月 1日から平成11年胡 el日まで

特別行事準備全鷲 Yl知 る4
平中 1■月12ロ
平蘭 0年壼決,を■■の通り報告いたします

平枷 0年建ス事はE■の結果工薔に処理されてい0こ とも工します
騒  ,1村 庫
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饉 キ 町 会
平 ■ 11年 度 予

'予
面 ■

予●■,コ間、平成il■ 4月 1日から平成12■月31日まで

平詢 1年6月 12日
菫案町会会員各位 三

明

美

“
宅

江
三
魯

長争

酢
町
会

平枷 1年度 予算 (率 )を上■の頭り●I■いたします


